
　種雄牛を決める際には事務所に戻り、見回り時にチェックした牛をGenFITの結果一覧で確認。授精
回数に応じて推奨種雄牛3頭の中から選択し、「人工授精所 西十勝ブリーディング」に授精を依頼して
います。
　GenFITを始めたのは2022年4月から。その頃、地域ではゲノミック評価への関心が高まっており、三
友農場も世代交代や農事組合法人から株式会社への移行などが重なったことから、新しいことを始め
るには良いタイミングだと思い全頭のゲノミック検査を検討したそうです。しかしながら費用面のこと、
また三友農場では最短2週齢で山間部の育成牧場に預託をしていますが、そこの環境が厳しく、外的要
因の影響でゲノミック評価の最大のメリットである若齢時の選抜が難しい状態になるだろうと考えてい
たところ、事業等で実施した国内ゲノミック評価値が自動的に活用される交配相談サービスGenFITを

紹介され、始められました。現在、改良目標形質は「乳量」と「産乳成分」を設定されており、比較的遺伝
率が高く、かつ総合的に改良できる形質を設定するように意識されているそうです。処理室にはGenFIT
の一覧表が配置され、いつでもだれでも確認できるようになっています。
　また牛舎の一番目立つ場所の扉には繁殖カレンダーが貼られています。種雄牛の選定はお任せされ
ており、西十勝ブリーディングさんが授精のない日もほぼ毎日来られ、検診などを熱心に行ってくださる
そうです。
　2024年6月からは牛群検定WebシステムDLとの連携も行っていますが「実はまだあまり利用できて
いなくて、活用方法を模索中です（笑）」とのこと。今の授精スタイルではこの一覧表が見やすく、Web
ページでも一覧が見られるようになればより使いやすいとのご意見をいただきました。

　また、良好な繁殖と生産乳量には良質な
飼料も欠かせません。餌のスペシャリストの
方もいらっしゃるそうで、コントラ事業に参
加していないことから、理想のタイミングで
播種や収穫ができることも大きいとおっ
しゃいます。「今すごい乳量出てます！」と話
されており、牛舎にはこんもりと美味しそう
なサイレージがたっぷり。一生懸命食べて
いる牛たちや、寝そべりながら穏やかに反
芻している牛たちが見られました。

　牛群検定WebシステムDLは牛群検定を実施していれば無償で利用することができるサービスです。
　左ページの全道比較グラフだけではなく、地区・飼養頭数・年間乳量での比較も見られることから、牧場の強みや改善点が一
目でわかります。また2024年度からは、牛群検定WebシステムDLにGenFITの結果を連携表示できるようになりました。
　メイン画面の「本日の要確認牛」や「未授精牛」から個体を選択すると一覧表と同内容の最大3頭の推奨牛が表示されます。

　また外部支援者と
して授精師や獣医師
の方もアクセスでき、
スマホでも見ること
ができることから、牛
舎内や外出先でも
チェックが可能です。
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GenFIT実施レポート
～株式会社 三友農場（新得町）～

今回は2022年よりGenFITをご利用いただいている三友農場の牛群管理・繁殖を
担当されている取締役の鳥本純平さんにお話を伺いました。

繁殖に力を入れています！

　現在、三友農場では役員3名、従業員5名の計8名で約500頭（うち経産牛約250頭）を飼養
されています。経産牛1頭あたりの乳量は約11,000kg、かつ空胎日数は120日。妊娠率や発情
発見率等の繁殖成績も「成績良好」を示しています。
（↓牛群検定WebシステムDL 総合グラフより全道比較）

規模拡大を目指しています！

　数年後には規模拡大を目指されているとのことで、頭数が増えても繁殖成績を維持するために従業員の方々に技術や知識を伝えて
いくこと、そしてGenFITで遺伝的な改良をしつつ、それを発揮できるような管理を行うことを目標にされていました。
　素晴らしい繁殖成績の裏には伝承されてきた技術があり、そしてそれを惜しみなく伝えることに注力されている鳥本さんのお姿がと
ても印象的でした。
　お忙しい中、取材を快く引き受けてくださった鳥本様にこの場を借りてお礼申し上げます。ありがとうございました。

（改良部 遺伝分析課　藤元 郁子）

国内ゲノミック評価値が自動的に活用されているのが魅力です！

　繁殖管理の秘訣をお尋ねすると「力を
入れています！」との力強いお言葉。お父
様が繁殖のスペシャリストだったそうで、
「親が引退する前に一緒に働けて、見るべ
きポイントや注意点を直接見聞きできた
ことが大きい」とおっしゃいます。朝と昼の
見回りはもちろんのこと、少しでも怪しいと
思ったら授精師さんに手を入れてもらい
状態を都度確認。世代交代をされた現在
では、従業員の方々も増えたことから首装
着型センサーを導入し、発情の通知が来
ている牛たちをチェックしに行くそうです
が、センサーでは通知が来ていなくても鳥
本さんの目では気になる牛もちらほら。セ
ンサーはもちろん便利ですが、頼りにはし
つつもプラスアルファで自分の目で見るこ
との重要性をより感じていて、その時の牛
の状態や出血の有無、粘液の色などポイ
ントとなる情報を従業員の方々に伝授さ
れているそうです。

▲取材を受けてくださった鳥本純平さん

さんとも

今日授精する牛にどの種雄牛を選べばよいか一目でわかる！

◀モバイル版 ◀PC版
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